
※１　

※２ 学校教育法 （昭和二十二年法律第二十六号）による大学若しくは高等専門学校において、鉱業に関する理学若しく
は工学の課程を修めて卒業した者又はこれと同等以上の学力を有すると認められる者であって、鉱山の保安に関
する実務に通算して三年以上従事したものも可。

→　変更後の保安管理体制図を添付しましたか ※１。

保安管理者を選任するとき。

→　保安統括者は鉱山に常駐するものですか。 □

外部委託により電気工作物の作業監督者を選任するとき。

→　「電気工作物に係る作業監督者の外部委託要件を満たすことを
　認める承認証」の交付を事前に受けていますか。 □

□

□
（２）

保安統括者等、作業監督者の選任（解任）届に関するチェックリスト

□→　鉱山の保安に関する実務に通算して五年以上従事したものですか ※２。
そのことが分かる書面（略歴等）を添付しましたか。

（３）
□

（１）

□

→　鉱山の保安に関する実務に通算して五年以上従事したものですか ※２。
そのことが分かる書面（略歴等）を添付しましたか。

→　鉱山に常駐するものですか。

法定事項ではありませんが、ご協力ください。

（７）

→　一つの作業区分ごとに一枚の届出を作成しましたか ※１。 □

一人に複数の作業区分について作業監督者として選任（解任）するとき。
（６）

保安管理者を解任するとき（鉱山に保安管理者が一人もいなくなる場合のみ。）。

（５）
→　作業区分に応じた資格のコピーを添付しましたか。 □

作業監督者を選任するとき。

→　保安管理者がいなくても保安規程と整合性が取れていますか。

（４）
→　保安統括者は、鉱山の保安に関する実務に通算して五年以上従事
   したものですか※２。 □

全ての選任（解任）のとき。

保安統括者を選任するとき（保安管理者を選任していない鉱山のみ。）。

→　鉱山に常駐するものですか。 □


